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表紙の写真
10月16日・17日、B&G多賀

海洋センターで「多賀町ふるさと

まつり」が開催されました。当日

は天候にも恵まれ、たくさんの来

場者でにぎわいました。

会場内では模擬店やフリーマー

ケットも行われており、来場され

た皆さんも楽しまれているようす

でした。

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■勝った？それと
も負けた？

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

ケ
イ
ロ
ウ
ノ
ヒ（
敬
老
の
日
）

で
し
た
。

①
10
月
16
日
、
17
日
に
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
。

②
○
○
を
天
に
ま
か
す
。

③
は
ね
か
え
る
こ
と
。

④
家
事
の
手
伝
い
の
た
め
に
雇
わ
れ

る
人
。

⑤
漏
れ
の
多
い
こ
と
に
た
と
え
ら
れ

る
も
の
。

⑨
詩
や
楽
曲
で
、
各
節
の
後
に
同
じ

部
分
を
く
り
か
え
す
こ
と
。

⑫
キ
ジ
科
で
尾
が
短
く
、
赤
褐
色
に

斑
点
が
あ
り
、
草
原
に
す
む
鳥
。

⑭
比
較
的
大
き
な
擬
餌
針
。

⑰
一
年
中
で
特
に
雨
の
多
い
時
期
。

⑲
利
益
。
う
ま
い
○
○
を
吸
う
。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
11
月
10
日
で
す
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の
方
に
粗
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表
は
景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

多賀町 ひとの動き （平成16年 9月末 現在）

世　　帯　　数 2,614世帯（±0）

人　口
8,494人
（－20人）

男　性 4,028人（－11）

女　性 4,466人（－9）

編／集／後／記

今年のふるさとまつりはどうでし

たでしょうかs皆さんに楽しんで

いただけるように、実行委員会で

決めて開催させていただきました

sたがの秋のイベントは、まだま

だ開催されますので、ぜひご参加

していただき、たがの秋を楽しん

でください。

kikaku@tagatown.jp （は）

①武田信玄が用いた軍旗に記さ

れていた句。

⑥キューバの民族音楽。

⑦表計算ソフトの縦横に区切ら

れたマス目。

⑧まわり道をすること。

⑩音。

⑪夫と妻。

⑬記号は「＄」

⑮位置や時期や考えなどがくい

ちがっていること。

⑯ある物事について知り尽くし

ていること。

⑱応対。もてなし。

⑳アルコールなどに果実や甘味

料などを加えてつくったお酒。

横のカギ

★多賀町ホームページでもご覧いただけます★

①� ②� ③� ④� ⑤�

⑥� ⑦�

⑧� ⑨�

⑩� ⑪� ⑫�

⑬� ⑭� ⑮�

⑯�

⑳�

⑰� ⑱� ⑲�

http://www.tagatown.jp/

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
た
が

広
　
　
報
　
た
　
が
　
1
0 月
号
　
　
　
　
発
行
■
多
賀
町
役
場
　
編
集
■
企
画
課
〒

522 ‐
0341

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
3
2
4
電
話

0
7
4
9 ‐
4
8 ‐
8
1
2
2

毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
8
6
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

「みちぶしん」彦根公演
無料 1,000人ご招待
子どもと大人が一緒に楽しめる、

新しい対話を生み出すミュージカル

日時■11月25日（木）

18:30～20:40

会場■ひこね市文化プラザ

入場整理券申し込み方法■11

月5日（金）までに往復はがき

に、住所・電話番号・観劇

希望者全員の氏名（4人ま

で、小学生の方は4人のう

ち1人は必ず保護者である

こと）、年齢を明記し、滋

賀公演事務局までお申し込

みください。1,000人を

無料ご招待いたします。応

募者多数の場合は抽選とな

ります。

対象■小学生以上（未就学のお

子様はご遠慮ください）。

問い合わせ・申し込み先■劇団

ふるさときゃらばん「ミュー

ジカルみちぶしん」滋賀

公演事務局〒184-8577

東京都小金井市本町6-5-3

（電）042-381-6721

海洋体験セミナー
社会教育活性化21世紀プラン
明日にかける詩
多 賀 の 将 来 を 考 え る

お ま つ り 三 昧
ざ ん ま い

ふるさとクロスワードパズル
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多賀町の�

文化財�
センター通信�

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348�

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の�

文化財�

人
形
劇

人
形
劇
団
「
六
」
に
よ
る
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

（
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
）
と
影
絵
劇
で
す
。

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
13
日
（土）

15
時
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト「
人
形
ボ
ー
ド
ビ
ル
」

「
た
の
き
ゅ
う
」
シ
ル
エ
ッ
ト
「
影
あ

そ
び
」「
い
そ
げ
パ
イ
ン
君
」

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
23
日
（土）
、
11
月
20
日
　
15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
30
日
（土）

15
時
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容
「
怪
物
く
ん
〜
怪
物
ラ
ン
ド
へ
の
招
待
〜
」

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

日
時

10
月
30
日
（土）

14
時
〜

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
　
ホ
ー
ル

オ
ー
ナ
ー
「
め
だ
か
の
学
校
」
の
皆
さ
ん

※
コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど

を
先
着
1
5
0
人
様
ま
で
無
料
で
召
し
上
が

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
賀
八
景
展

伝
え
た
い
、
残
し
て
お
き
た
い
多
賀
の
風

景
や
行
事
の
公
募
写
真
展
で
す
。

期
間

11
月
11
日
（木）
〜
同
28
日
（日）

場
所

対
面
朗
読
室

巨
樹
巨
木
写
真
展

湖
東
地
方
を
中
心
と
し
た
巨
樹
・
巨
木
の

写
真
展
で
す
。
ご
存
じ
の
巨
樹
も
あ
る
で
し

ょ
う
か
。

期
間

10
月
31
日
（日）
ま
で

場
所

対
面
朗
読
室

お
は
な
し
会

日
時

11
月
6
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

対
象

幼
児
〜
小
学
生
中
学
年
く
ら
い

内
容

大
き
な
紙
芝
居
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を

使
っ
た
お
は
な
し
会

出
演
「
子
ど
も
の
本
の
サ
ー
ク
ル
」の
皆
さ
ん

読
書
散
歩
　
参
加
者
募
集

日
時

11
月
11
日
（木）

9
時（
役
場
前
集
合
）

行
き
先

大
津
方
面

対
象

15
歳
以
上
の
方
　
25
人

参
加
費

2，
0
0
0
円（
昼
食
・
入
館
料
含
む
）

申
し
込
み

10
月
23
日
（土）
10
時
か
ら
先
着
順

（
電
話
申
し
込
み
可
）

（「
久
徳
氏
系
図
」（「
久
徳
共
有
文
書
」））。
室

町
時
代
末
期
に
な
る
と
多
賀
地
方
の
豪
族

は
、
京
極
氏
と
六
角
氏
と
の
間
で
生
き
残
る

た
め
に
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
久
徳
氏
も
例
外
で
は
な
く
、
久
徳
実

時
の
代
に
な
り
、
六
角
氏
と
通
じ
て
い
た
と

さ
れ
た
た
め
か
浅
井
長
政
に
攻
め
ら
れ
て
落

城
し
て
い
ま
す
。
浅
井
氏
の
攻
撃
を
受
け
た

年
は
諸
説
あ
り
、
永
禄
3
年（
1
5
6
0
）と

も
永
禄
5
年（
1
5
6
2
）と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

久
徳
氏
の
城
は
現
在
の
久
徳
の
市い

ち

杵き

島し
ま

姫ひ
め

神
社
周
辺
に

位
置
し
、
円

郭
型
式
で
特

異
な
縄
張
り

を
持
つ
と
い

う
非
常
に
め

ず
ら
し
い
平

城
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
で
も
神

社
の
南
東
に

大
き
な
土
塁

が
残
さ
れ
て

お
り
、
当
時

の
面
影
を
し

の
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

多
賀
町
の
お
城
‐
久
徳
城
‐

久
徳
氏
は
多
賀
社
の
神
官
で
あ
り
、
鎌
倉

幕
府
の
御
家
人
で
あ
っ
た
多
賀
氏
の
出
自

で
、
多
賀
二
郎
が
軍
功
に
よ
り
佐
々
木
氏
か

ら
久
徳
郷
を
賜
っ
て
多
賀
氏
を
改
め
て
久
徳

氏
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
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多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

〜
森
の
妖
精

よ
う
せ
い

〜
キ
ノ
コ
の
お
話

写
真
の
キ
ノ
コ
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
の
茎
の
下
の
部
分
に
タ
マ
ゴ
み
た
い

な
も
の
が
く
っ
つ
い
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
か
？
こ
れ
は
『
タ
マ
ゴ
タ
ケ
』
と
い
う
キ

ノ
コ
で
萱
原
の
深
谷
で
撮
影
し
ま
し
た
。
幼

菌
が
殻
を
む
い
た
ゆ
で
卵
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
き

さ
は
高
さ
10
〜
20
㎝
、
色
は
鮮
や
か
な
赤
色

を
し
て
い
ま
す
。
い
か
に
も
毒
キ
ノ
コ
の
よ

う
で
す
が
、
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ス
ー
プ
に

す
る
と
よ
い
味
が
出
る
よ
う
で
す
。
し
か
し

タ
マ
ゴ
タ
ケ
モ
ド
キ
や
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
な

ど
タ
マ
ゴ
タ
ケ
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
す
が

中
毒
を
お
こ
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。
食
べ
る

時
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
!!

キ
ノ
コ
は
、
草
や
木
が
つ
く
り
出
し
た
栄

養
素
を
分
解
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
形
や
生
活
も
大
変
お
も
し
ろ

い
で
す
。
あ

な
た
も
一
度

キ
ノ
コ
に
目

を
向
け
て
み

て
は
い
か
が

で
す
か
？
森

の
妖よ

う

精せ
い

の
本

当
の
姿
が
わ

か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

八
尾
山
の
自
然
史
調
査
を
実
施

こ
の
た
び
、
博
物
館
で
は
八
尾
山
と
そ
の

山
麓ろ

く

周
辺
で
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
総
合
調

査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

八
尾
山
に
は
恐
竜
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
の

火
山
に
由
来
す
る
岩
石
（
湖
東
流
紋
岩
類
）
が

分
布
し
て
い
て
、
付
近
の
土
質
は
マ
サ
と
呼
ば

れ
る
独
特
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
麓ろ

く

の
湿
原
に
は
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
よ
う

な
珍
し
い
昆
虫
や
植
物
も
生
息
し
、
良
好
な
自

然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
重
要
な
エ
リ
ア
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
質
・
地

形
と
植
物
、
カ
タ
ツ
ム
リ
、
昆
虫
、
魚
類
、
爬は

虫
・
両
生
類
、
哺ほ

乳
類
、
鳥
類
な
ど
の
生
息
状

況
を
総
合
的
に
調
査
す
る
こ
と
で
地
域
の
自

然
を
理
解
し
、
自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
つ

情
報
を
集
め
た
い
考
え
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
県
内
外
の
研
究
者
で
つ
く
る
研

究
グ
ル
ー
プ
「
滋
賀
自
然
環
境
研
究
会
」
と

の
共
同
調
査
と
し
て
行
い
ま
す
が
、
自
然
に

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
気
軽
に
博
物
館
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

第
3
回
観
察
会

「
キ
ノ
コ
の
観
察
会
」

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
そ
し
て
食

欲
の
秋
…
実
り
の
季
節
に
は
お
い
し
い
食
べ

も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
す
♪
そ
ん
な
秋
の
味
覚

の
一
つ
に
『
キ
ノ
コ
』
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
秋
の
野
山
に
出
て
み
る
と
お
い

し
そ
う
な
キ
ノ
コ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
！
不
気
味
な
キ
ノ
コ
、
食
べ
た
ら
お
腹
を

壊
し
そ
う
な
キ
ノ
コ
、
キ
ノ
コ
に
は
見
え
な

い
キ
ノ
コ
、
と
そ
の
姿
は
怪
し
げ
で
す
。

そ
ん
な
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
キ
ノ
コ
の
世
界

を
秋
の
野
山
で
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

キ
ノ
コ
博
士
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
時

11
月
3
日
（祝）

※
雨
天
中
止

8
時
30
分
〜
12
時

集
合
場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
た
が
駐
車
場

講
師

佐
々
木
久
雄
さ
ん

参
加
費

大
人
3
0
0
円
、
子
ど
も
2
0
0

円
（
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
入
園
料
・

保
険
料
）

対
象

小
学
生
〜
一
般
（
小
学
4
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

定
員

25
人
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I N F O R M A T I O N

多賀の自然と文化の館�

情報BOX博物館
�

博物館
�

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館�
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

▲深谷のタマゴタケ

11月�

…休館日�

日�月�火�水�木�金�土�
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12月�

日�月�火�水�木�金�土�

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
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26 27 28 29 30 31

1 2 3 4

第58回 読書週間
10月27日（水）～11月9日（火）

「落ち葉をしおりに、

読書の秋」

・参考文献『多賀町史』上巻、『久徳史』、
『滋賀県中世城郭分布調査5』 ▲土塁跡



多
賀
町
社
会
教
育
課
で
は
、
平
成
16
・
17

年
度
に
社
会
教
育
活
性
化
プ
ラ
ン
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

近
年
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
多
賀
町
に

お
い
て
も
早
く
か
ら
そ
の
傾
向
が
現
わ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
向
老
期
の
方
々
が
、
今
後

10
年
間
で
会
社
組
織
か
ら
地
域
組
織
へ
戻
ら

れ
る
と
考
え
た
と
き
、
会
社
や
社
会
で
身
に

つ
け
て
こ
ら
れ
た
知
識
や
技
能
を
積
極
的
に

地
域
の
中
で
広
げ
て
い
た
だ
い
た
り
、
自
分

の
趣
味
や
生
き
が
い
を
さ
ら
に
深
め
た
り
す

る
機
会
と
し
て
い
く
も
の
で
す
。

社
会
教
育
活
動
に
参
画
・
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
ら
し
さ
を
磨
き
、
そ
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
地
域
へ
返
し
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
人
々
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
社
会
教
育
の
活
性
化
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
教
育
活
性
化

21
世
紀
プ
ラ
ン
Q
＆
A

Q．

事
業
の
対
象
者
は
？

A．

多
賀
町
在
勤
在
住
の
お
お
む
ね
40
歳
以

上
の
向
老
期
の
方
々
で
す
。

Q．

具
体
的
に
何
を
す
る
の
？

A．

社
会
教
育
活
性
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
公
民
館
・
図
書
館
・
博
物
館
な
ど

の
社
会
教
育
施
設
が
中
核
と
な
り
講
座

や
体
験
型
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
く

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
社
会
環
境
部
会
の

重
点
活
動
に
つ
い
て

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

社
会
環
境
部
会
長
　
池
尻
　
力

青
少
年
は
、
21
世
紀
の
我
が
町
、
多
賀
を

支
え
て
い
く
担
い
手
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
で
は
、
青
少
年
が
起
因
す
る
事
件
や

犯
罪
も
多
様
化
し
、
そ
の
状
況
も
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
町
内
で
は
幸
い

に
し
て
大
事
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
こ
そ
社
会
と
家
庭
が
融
合
し
、
安
心
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

多
賀
町
青
少
年
町
民
育
成
会
議
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
受
け
、
本
年
度
、
社
会
教
育
部
会
で

は
例
年
の
活
動
に
加
え
て
、
次
の
2
項
目
に

つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

酒
・
タ
バ
コ
の
自
動
販
売
機
の

夜
間
自
主
規
制
の
現
状
把
握
と
継
続

昭
和
54
年
度
か
ら
町
内
小
売
業
者
と
町
民

の
同
意
を
得
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

永
年
の
経
過
に
よ
り
、
社
会
環
境
も
大
き
く

変
わ
り
、
初
期
の
状
態
か
ら
設
置
場
所
の
変

化
や
増
減
を
含
め
、
現
状
実
態
の
見
直
し
確

認
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
動
販
売
機
の
稼
働
状
況
の
現

状
を
調
査
し
、
初
期
の
状
態
か
ら
変
更
に
な

っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
来
あ
る
べ

き
状
態
に
戻
す
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

落
書
き
箇
所
の
実
態
把
握
、

お
よ
び
「
落
書
き
消
し
隊
」
の
編
成

町
内
に
は
数
多
く
の
落
書
き
が
目
に
つ
き

ま
す
。
落
書
き
は
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
人
の
心
ま
で
も
汚
し
損
ね
て
し

ま
い
、
落
書
き
を
し
た
罪
悪
の
心
は
永
遠
に

消
え
る
こ
と
は
な
く
、
傷
跡
は
残
り
ま
す
。

「
ど
う
せ
、
ま
た
書
か
れ
て
し
ま
う
…
」
と

諦あ
き
ら

め
て
何
も
行
動
を
起
こ
さ
ず
放
置
し
て
お

く
と
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
、
青
少
年
を
含
め
た
町
民
の
有
志

に
よ
り
、「
落
書
き
消
し
隊
」
を
編
成
し
、

現
状
を
見
て
も
ら
い
、
み
ん
な
の
手
で
消
し

取
る
作
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

の
作
業
を
通
じ
て
、
落
書
き
を
す
る
罪
悪
の

目
を
摘
み
と
り
、
落
書
き
を
し
な
い
心
へ
の

転
化
の
動
機
づ
け
に
繋つ

な

が
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
詳
細
は
、
後
日
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

以
上
、
関
係
各
位
、
各
団
体
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
提
唱
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
健

全
な
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
て
活
動
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

■ 広報 2004年10月号5

犬上田園マラソン参加者募集！
日時 11月28日（日）9：00～

小雨決行

場所 豊郷町【豊栄のさと】～周

辺コース

参加対象 3㎞（小学生）、5㎞

（中・高・一般）、10㎞（高・一般）、

3㎞エンジョイ部門

申し込み方法 11月5日（金）までに

海洋センターまで

海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

『
沖
縄
研
修
』

多
賀
小
学
校
6
年
　
神
鳥
　
佑
磨

ぼ
く
は
、
こ
の
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
、

初
め
て
沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。
沖
縄
は
、
琵

琶
湖
と
は
違
い
、と
て
も
美
し
い
海
で
し
た
。

砂
浜
も
、
サ
ン
ゴ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。

最
初
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ぼ
く
た
ち

の
班
は
、
ヨ
ッ
ト
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
大
き
い

帆
の
担
当
で
し
た
。
あ
ま
り
力
は
い
ら
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
た
け
ど
、
以
外
に
力
が
必

要
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
半
潜
水
艇
で
の

海
中
観
察
を
し
た
時
、
そ
こ
に
は
見
た
こ
と

の
な
い
魚
な
ど
が
た
く
さ
ん
い
て
、
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
だ
け
ど
少
し
魚
が
多
す
ぎ

て
、
き
も
ち
わ
る
か
っ
た
で
す
。
そ
の
次
は
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。
班
で
三
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ぼ
く
の
グ
ル
ー
プ
は
、

一
番
最
後
だ
っ
た
の
で
待
ち
ど
お
し
か
っ
た

で
す
。
乗
っ
て
み
た
ら
、
と
て
も
速
く
て
、
水

し
ぶ
き
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。
話
を
し
て
い

る
と
、
口
に
水
し
ぶ
き
が
つ
ま
り
海
水
が
入

っ
て
き
て
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
で
す
。
次
は
、
二

人
乗
り
の
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方
で
、
初
め
て
乗

っ
た
の
で
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

最
後
は
、
イ
ル
カ
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

イ
ル
カ
の
胸
び
れ
は
、
固
く
て
、
背
ビ
レ
は

や
わ
ら
か
か
っ
た
で
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

水
上
観
察
は
楽
だ
っ
た
け
ど
、
カ
ヌ
ー
同
士

が
よ
く
ぶ
つ
か
り
か
け
て
少
し
大
変
で
し
た
。

上
手
に
カ
ヌ
ー
を
動
か
し
な
が
ら
の
観
察
は

楽
し
か
っ
た
で
す
。

他
に
、
ぼ
く
は
海
の
こ
と
を
学
ん
で
、
思

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
海
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
こ
と
、
油
を
流
さ
な
い
こ
と

で
す
。
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
る
と
、
魚
は
死
に
、

海
が
汚
く
な
り
、
美
し
い
海
も
美
し
く
な
く

な
る
か
ら
で
す
。
僕
た
ち
の
琵び

琶わ

湖
が
少
し

で
も
き
れ
い
に
な
る
様
に
気
を
つ
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
沖
な
わ
へ
行
っ
て
』

大
滝
小
学
校
5
年
　
辻
　
　
純
香

私
は
、
こ
の
沖
な
わ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

に
、
当
た
っ
た
時
は
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
沖
な
わ
に
行
く
日
は
、
と

て
も
き
ん
張
し
て
い
ま
し
た
。
友
達
が
で
き

る
か
と
い
う
、
ド
キ
ド
キ
感
と
、
勉
強
は
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い
う
、
ワ
ク
ワ
ク

感
が
あ
り
ま
し
た
。
友
達
は
、「
こ
ん
な
に
！
」

と
言
う
ほ
ど
で
き
ま
し
た
。
勉
強
は
、
1
日

目
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
見
学
。
2
日
目
は
、

海
で
の
活
動
。
3
日
目
午
前
中
青
少
年
旅
行

村
で
昼
ご
飯
つ
く
り
。
午
後
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
。
4
日
目
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
の
観
察
。

5
日
目
首
里
城
公
園
見
学
を
し
て
A
N
A
1

0
6
便
に
乗
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

一
番
の
思
い
出
は
、
2
日
目
の
海
で
の
活
動

で
、
イ
ル
カ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
イ
ル
カ
が
ジ
ャ
ン

プ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
5
日
間
は
、
と
っ

て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
一
生
残
る
思
い
出
で
す
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
で
す
。
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お問い合わせ先
B&G多賀海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

公民館だより 有線　3-3962・3-3740
電話　48-1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

い
く
せ
い
★

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

☆屋外エンジョイスポーツデー結果

雨のため、屋内多目的運動広場

で行われました。 （敬称略）

男子優勝 曽我市郎
準優勝　宮下　治
第三位　福島信蔵・林　一男
女子優勝 織田正恵
準優勝　小財久子
第三位　福島愛子・夏原きよ・

神鳥洋子
ブービー賞 金田信一・小財歩美

ホールインワン ※（ ）内は回数

曽我 市郎（3）・福島 信蔵（2）
高橋 松蔵（1）・織田 正恵（2）
神鳥 洋子（2）・辰野八重子（1）
小財 久子（1）・小財 歩美（1）

☆秋季軟式野球大会結果

優　勝 ジャガーズ

準優勝　　イセトー

社
会
教
育
活
性
化
21
世
紀
プ
ラ
ン

《
向
老
期
世
代
自
分
探
し
支
援
事
業
》

―
自
分
ら
し
さ
、
生
き
が
い
さ
が
し
を
支
援
し
ま
す
ー

▲神鳥さん（左）

▲辻さん（右）



寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
今
日
こ
の
ご

ろ
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
は
や
る
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ

を
つ
い
て
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
風
邪
を
ひ

か
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
体

力
づ
く
り
と
健
康
管
理
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
の
基
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1．

手
を
洗
う

ウ
イ
ル
ス
は
、
空
気
感
染
よ
り
も
人
と

人
の
手
を
伝
わ
っ

て
感
染
す
る
こ
と

の
ほ
う
が
は
る
か

に
多
い
た
め
、
基

本
的
な
予
防
対
策

と
い
え
ま
す
。

2．

う
が
い
を
す
る

う
が
い
は
口
の
な
か
に
い
る
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
を
洗
い

流
す
作
用
が

あ
り
、
口
の

中
を
清
潔
に

保
つ
た
め
に

簡
便
で
よ
い

方
法
で
す
。

3．

室
内
の
換
気
と
湿
気
に
注
意
す
る

汚
れ
た
空
気
が
よ
ど
ん
で
い
れ
ば
、
ウ

イ
ル
ス
だ
け
で
な
く
健
康
そ
の
も
の
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
と
き
ど
き
換
気
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
暖
房
器
具
は
、
室
内
の
空
気
を

乾
燥
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
乾
燥
し
た
空

気
は
ウ
イ
ル
ス
に
好
都
合
と
な
り
、ま
た
、

風
邪
を
ひ
い
て

い
る
人
の
の
ど

を
さ
ら
に
痛
め

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
湿
度
に

も
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

4．

厚
着
を
し
す
ぎ
な
い

厚
着
は
、
外
気
の
温
度
変
化
に
対
す
る

適
応
力
を
弱
め
ま
す
。
ま
た
、
不
必
要
な

発
汗
作
用
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
も
な
り

ま
す
。
厚
着
は
避
け
、
活
動
し
や
す
い
服

装
に
し
ま
し
ょ
う
。

5．

抵
抗
力
を
つ
け
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
3
度
き
ち

ん
と
と
り
、
適
度
な
睡
眠
、
運
動
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
も
予
防
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
そ
の
年
に
流
行
す
る
ウ
イ

ル
ス
の
型
を

調
べ
て
つ
く

ら
れ
ま
す
。

11
月
〜
12
月

の
間
に
大
人

は
1
回
、
子

ど
も
は
1
〜

4
週
の
間
隔

で
2
回
接
種

し
ま
す
。

な
お
、
町
で
は
満
65
歳
以
上
の
方
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
福
祉
保
健
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

が
開
催
さ
れ
ま
す

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、
知
的

発
達
障
害
の
あ
る
人
が
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
競
技
会
を
通
じ
て
、
自
立
と
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
際
的

な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
す
。
世
界
大
会
が
夏

季
・
冬
季
大
会
と
も
に
4
年
ご
と
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
2
0
0
5
年
2
月
26
日
〜
同
3

月
5
日
に
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
第
8
回
冬
季

世
界
大
会
・
長
野
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

2
0
0
5
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

世
界
大
会
を
1
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
滋
賀

県
内
で
、「
1
0
0
0
0
人
ト
ー
チ
ラ
ン
滋

賀
（
聖
火
リ
レ
ー
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

主
役
の
ト
ー
チ
ラ
ン
ナ
ー
に
は
、
障
害
の

あ
る
人
、
そ
し
て
一
緒
に
走
る
20
〜
30
人
の

伴
走
者
と
で
1
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
1
区
間

約
5
0
0
メ
ー
ト
ル
を
走
り
ま
す
。

湖
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
11
月
21
日
（
日
曜

日
）
に
、
彦
根
城
を
中
心
に
ト
ー
チ
ラ
ン
を

行
い
ま
す
。

■
S
O
ト
ー
チ
ラ
ン
滋
賀
・
湖
東
ブ
ロ
ッ
ク
実

行
委
員
会
（
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
内
）
（電）
3

5
‐
0
3
3
3
（Ｆ）
3
5
‐
2
1
2
3
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秋
の
火
災
予
防
運
動

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
11
月
9
日
か
ら
同
15

日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
統
一
標
語
『
火
は

消
し
た
？
　
い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て
』

を
合
言
葉
に
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防

の
知
識
を
持
ち
そ
れ
ぞ
れ
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
死
傷
事
故

や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

彦
根
市
消
防
本
部
で
も
、
こ
の
運
動
に
合

わ
せ
、
火
災
予
防
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
や

消
防
車
両
等
に
よ
る
巡
回
広
報
、
消
防
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
の
火
災
予
防
運
動
の
案
内

を
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
寒
さ
も
厳
し
く
な

り
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
緩
み
や
、
取
り
扱
い
の
不
注
意
か
ら
火

災
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
7
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
何
回
も
お
知

ら
せ
し
て
い
る
何
気
な
い
こ
と
で
す
が
、
必

ず
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

1．

家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

2．

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

3．

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。

4．

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

5．

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

6．

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配

線
は
し
な
い
。

7．

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
。

以
上
の
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
火
事

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
万
一
、
火
災
が
起
き
た
場
合
に

は
、
的
確
な
1
1
9
番
通
報
と
素
早
い
初
期

消
火
が
必
要
で
す
。
消
火
器
の
使
い
方
を
知

ら
な
い
人
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

『
明
日
は
我
が
身
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
何
気
な
く
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
人
も
、
今
一
度
、
真
剣
に
進
ん
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
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保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp 総務課

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１６
年
度
防
火
標
語

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

ぼ
く
が
　
こ
こ
に

ぼ
く
が
　
こ
こ
に
　
い
る
と
き

ほ
か
の
　
ど
ん
な
も
の
も

ぼ
く
に
　
か
さ
な
っ
て

こ
こ
に
　
い
る
こ
と
は
　
で
き
な
い

も
し
も
　
ゾ
ウ
が
　
こ
こ
に
　
い
る
な
ら
ば

そ
の
ゾ
ウ
だ
け

マ
メ
が
　
い
る
な
ら
ば

そ
の
一
つ
ぶ
の
　
マ
メ
だ
け

し
か
　
こ
こ
に
　
い
る
こ
と
は
　
で
き
な
い

あ
あ
　
こ
の
ち
き
ゅ
う
の
　
う
え
で
は

こ
ん
な
に
　
だ
い
じ
に

ま
も
ら
れ
て
い
る
の
だ

ど
ん
な
も
の
が
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

い
る
と
き
に
も

そ
の
「
い
る
こ
と
」
こ
そ
が

な
に
に
も
　
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
こ
と
　
と
し
て

大
き
な
地
球
の
上
で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
あ
な
た
と
い
う
存
在
。

そ
ん
な
大
切
な
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
ど
　
み
ち
お
「
ぼ
く
が
こ
こ
に
」
童
話
屋
　
か
ら

企
画
■
岡
山
県
都
市
人
権
推
進
事
業
連
絡
協
議
会

発
行
■
岡
山
市
人
権
推
進
室

風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う

【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線明

あ

日
す

にかける詩
う た



『
就
学
時
健
康
診
断
』の
お
知
ら
せ

来
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
平
成
10
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
日
に
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
「
健
康
診
断
通
知
書
」

「
健
康
診
断
票
」
を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
当
日
忘
れ
な
い
よ
う
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
診
断
日
ま
で
に
通
知

書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
事
項
に
誤
り

が
あ
る
と
き
や
、
健
康
上
の
理
由
等
で
受
診

で
き
な
い
場
合
は
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

健
診
日
　
11
月
12
日
（金）

場
所

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
郷

受
　
付
　
13
時
15
分
〜
　
　
　
　
　
　
　

内
　
容
　
13
時
45
分
〜
　
子
育
て
講
演
会
・

面
接
・
視
力
検
査
・
聴
力
検
査

15
時
20
分
〜
　
内
科
検
診
・
歯
科
検
診

教
育
委
員
長
　
中
野
幸
彦
氏
再
任

教
育
委
員
大
倉
茂
三
氏
・
松
宮
忠
夫
氏

再
任

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
こ
の
た
び
、
中
野

幸
彦
教
育
委
員
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
の
選
出

が
行
わ
れ
、
大
倉
茂
三
氏
・
松
宮
忠
夫
氏
が

再
任
さ
れ
、
松
宮
氏
が
教
育
長
と
し
て
再
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
10
月
1
日
付
教
育
委
員
の
組
織
﹈

教
育
委
員
長
　
　
　
　
…
中
野
幸
彦

委
員
長
職
務
代
理
者
　
…
速
水
照
子

教
育
委
員
　
　
　
　
　
…
大
倉
茂
三

教
育
委
員
　
　
　
　
　
…
関
河
信
夫

教
育
委
員
（
教
育
長
）
…
松
宮
忠
夫

田
ん
ぼ
の
学
校
―
稲
刈
り
に
挑
戦
―

大
滝
小
学
校
・
多
賀
小
学
校
の
5
年
生
が
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
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合
併
新
法
・
改
正
現
行
合
併
特
例
法
・
改

正
地
方
自
治
法
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。

現
行
合
併
特
例
法
の
経
過
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
3
月
31
日
ま
で
に
県
知
事
に
合

併
の
申
請
を
行
い
、
平
成
18
年
3
月
31
日
ま

で
に
合
併
す
る
市
町
村
に
対
し
て
は
、
現
行

合
併
特
例
法
が
適
用
さ
れ
、
現
行
合
併
特
例

法
の
財
政
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
地
方
税
の
不
均
一
課
税
（
5
年
以
内
）、

議
員
の
在
任
特
例
（
新
設
合
併
の
場
合

2
年
以
内
）
等
現
行
合
併
特
例
法
の
特

例
措
置
は
基
本
的
に
引
き
続
き
残
り
ま

す
。

■
現
行
合
併
特
例
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た

合
併
特
例
債
を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

合
併
算
定
替
は
、
現
行
の
特
例
期
間
で
あ

る
10
年
（
＋
激
減
緩
和
5
年
）
か
ら
、
段
階

的
に
5
年
（
＋
激
減
緩
和
5
年
）
に
短
縮
さ

れ
ま
す
。

合
併
特
例
区
お
よ
び

地
域
自
治
区
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

法
人
格
を
有
す
る
合
併
特
例
区
制
度
や
、

法
人
格
を
有
し
な
い
地
域
自
治
区
制
度
の
創

設
等
に
よ
り
、
地
域
の
事
情
に
応
じ
て
、
旧

市
町
村
名
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
行

合
併
特
例
法
下
で
の
合
併
に
も
活
用
で
き
ま

す
。
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教育委員会学校教育課
（有）2-3741 （電）48-8123
E-mail g-ed@tagatown.jp

合
併
三
法
の
あ
ら
ま
し

多賀の将来を考える

現行合併特例法と合併新法との比較�

平
成
17
年
4
月
1
日
�

　
　
　
　
以
降
に
合
併
申
請�

平成18年3月31日�

○総務大臣の定める基本指針に基づき、都
道府県が、市町村の合併の推進に関する
構想を策定�

○知事が、市町村合併調整委員を任命し、
合併協議会に係るあっせん、調停を行わ
せることができる。�

○知事が合併協議会設置又は合併協議推進
勧告により、市町村の合併を推進する。�

・存置（3万市特例は議員修正により追加
・存在）�

・段階的に5年（＋激変緩和5年）に短縮�

・新法では廃止�

○合併に関する障害除去の特例
措置�

・地方税の不均一課税、�
　議員の在任特例等�
・合併算定替の特例期間10年�
（＋激変緩和5年）�

○合併特例債による
財政支援措置�

現行法� 新　法� 平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
合
併�

平成18年3月31日�
までに合併�

経過措置�
期間�

平
成
17
年
3
月
31
日�

ま
で
に
合
併
申
請�

平成22年3月31日�平成17年3月31日�

運動会・体育祭開催
暑かった今年の夏もおわり、食欲の秋・スポ

ーツの秋本番です。各小中学校では運動会・

体育祭が開催され、大変盛りあがりました。

▲大滝小稲刈り

▲多賀小稲刈り

▲多賀中体育祭

▲多賀小運動会

▲大滝小運動会



私たちの施設では子育てのお手伝
いをしています。毎月いろんな行事
や情報を載せていきます。また皆さ
んの声をお聞かせください！

児　童　館
㈲3－3962（電）48－1800

子どもたちに楽しい遊びの場を提
供し、よい環境の中で新しい仲間つ
くりや社会性を養う場とし、子ども
たちが健やかに育ちあうたびの支援
をしています。
開 館 日 火曜日～日曜日（祝祭日・

第3日曜、年末年始休館）
開館時間 9：00～17：00
子育てサークル パオパオの活動日

毎週木曜日 10：00～
12：00（第2木曜日　図書
館でのお話会に参加）
会費（1人）1回 50円

保育園・幼稚園
子どもたちが健やかに育つため

に、家庭や地域、学校との連携をは
かり次代を担う園児の豊かな人間形
成をめざして（生きる力の基礎を育
成するため）子どもの観点から保育
実践をすすめています。子育てのプ
ロの先生と遊具のそろった園で遊び
を通して、通園していない子どもた
ちへの支援をしています。
未就園のお子さん、保護者の方（祖

父母さん）と一緒に参加してください！
★ふれあい幼稚園・幼稚園サークル活動
運動遊びや造形あそび、X’マス会な
どの季節の行事など、さまざまな
人々と交流します。
10月27日（水）英語であそぼう（大滝

幼）、11月5日（金）やきいも大会（多賀幼）、
11月10日（水）手話であそぼう（大滝幼）
★保育園地域事業
季節の行事や遊び、体験活動を通

して、未就園の子やお年寄りと交流し
ます。10～11月　やきいも、遠足など

図　書　館
㈲2－1142（電）48－1142

乳幼児向けの絵本、子育てに関す
る本など、皆さまの暮らしに役立つ
本がきっと見つかることと思いま
す。どうぞお気軽にお越しください。
☆土曜日の午後にはいつも子ども向
けの行事を行っています。

子育て支援センター
㈲2－1025（電）48－1025

在宅の乳幼児を対象に親子が出会
い、ふれあい楽しく遊んだり、保護
者同士の交流を支えに育児不安の解
消、育児負担感の軽減のお手伝いを

し、安全で安心できる場を提供しな
がら支援をしています。
《にっこり広場》

月曜～金曜9：00～12：00
《園庭開放》

土曜日 9：00～12：00
《ペンギン広場・カンガルー広場》

毎月の、にっこりメール（図書
館・ふれあいの郷などに掲示して
います）でお知らせしています。

《子育て相談》

電話や来館によりご相談ください
★レッツ　エンジョイ子育て講座
10月23日（土）、同30日（土）、11
月8日（月）、同13日（土）

■ 広報 2004年10月号11

「
あ
い
さ
つ
で
　
き
も
ち
い
い
一
日
　
始
ま
る
よ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
新
谷
　
勇
太

「
あ
い
さ
つ
を
　
大
き
な
こ
え
で
　
し
ま
し
ょ
う
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
竹
内
　
大
貴

「
あ
い
さ
つ
は
こ
こ
ろ
が
ぐ
っ
と
ち
か
く
な
る
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
田
中
こ
こ
ろ

「
一
日
は
　
お
は
よ
う
の
声
　
は
じ
ま
る
よ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
土
田
　
啓
介

「
お
は
よ
う
の
あ
い
さ
つ
か
わ
し
い
い
き
ぶ
ん
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
壷
田
　
美
志

「
あ
い
さ
つ
を

す
る
と
き
も
ち
が
き
も
ち
い
い
な
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
鈴
木
　
一
輝

「
こ
ん
に
ち
は

出
会
っ
た
人
に
は

あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
竹
内
　
　
要

「
あ
い
さ
つ
を
　
朝
昼
ば
ん
に
　
や
り
ま
し
ょ
う
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
辰
巳
　
正
樹

「
あ
い
さ
つ
を
ま
い
に
ち
す
る
と
き
も
ち
い
い
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
田
中
　
裕
章

「
元
気
よ
く
　
楽
し
く
笑
顔
で
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
夏
原
　
沙
季

「
元
気
よ
く
　
大
き
な
声
で
　
お
は
よ
う
と
」

大
滝
小
学
校
6
年
生
　
小
林
　
菜
摘

「
あ
い
さ
つ
は

み
ん
な
を
つ
な
げ
る

心
の
輪

一
人
ひ
と
り
が

み
ん
な
に
言
お
う
」

大
滝
小
学
校
6
年
生
　
坂
上
　
恭
平

「
あ
い
さ
つ
を
　
す
る
と
元
気
に
　
な
る
な
る
」

大
滝
小
学
校
6
年
生
　
榊
原
　
一
真

「
あ
い
さ
つ
は
　
人
と
人
と
を
　
つ
な
ぐ
も
の
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
夏
原
　
　
彩

「
自
分
か
ら
　
元
気
な
こ
え
で
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
野
村
　
羊
平

「
あ
い
さ
つ
は
相
手
か
ら
じ
ゃ
な
く
自
分
か
ら
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
大
倉
　
正
和

「
お
は
よ
う
と

あ
い
さ
つ
し
た
ら

き
も
ち
い
い
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
桂
　
　
舜
平

「
元
気
よ
く
　
こ
ん
に
ち
は
と
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
御
神
本
亜
紀

「
元
気
よ
く
　
明
日
も
忘
れ
ず
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
平
木
　
翔
太

「
と
り
く
も
う
　
あ
い
さ
つ
運
動
　
自
分
か
ら
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
古
原
　
秀
朗

「
考
え
よ
う
　
い
ま
の
自
分
の
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
奥
川
　
将
行

「
こ
ん
に
ち
は
　
誰だ

れ

に
あ
っ
て
も
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
山
本
　
真
裕

「
あ
い
さ
つ
は
は
ず
か
し
が
ら
ず
し
っ
か
り
と
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
橋
本
　
恵
美

「
あ
い
さ
つ
で

友
ま
た
友
の

輪（
和
）が
で
き
て
」

多
賀
町
一
円
　
一
圓
　
正
子

「
挨あ

い

拶さ
つ

は
　
今
日
一
日
の
　
か
て
と
な
り
」

多
賀
町
一
円
　
一
圓
　
正
子

「
挨あ

い

拶さ
つ

で
　
心
の
扉
　
開
け
ま
し
ょ
う
」

多
賀
町
富
之
尾
　
西
倉
美
佐
子

「
あ
い
さ
つ
は
　
相
手
を
待
た
ず
　
己
か
ら
」

多
賀
町
富
之
尾
　
西
倉
美
佐
子
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社会を明るくする運動

標 語
テーマ●「あいさつ」

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
は
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
め
ざ
し
て
、
啓
発
事
業
・
広
報
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
」
を
テ
ー
マ
に

小
学
校
6
年
生
の
児
童
さ
ん
、
中
学
校
2
年
生
の
生
徒
さ
ん
に
標

語
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
さ
ん
の

気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
一
般
の

方
か
ら
も
多
数
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
月
に
引
き
続
き
、
順

次
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
順
不
同
）

平成17年度　園児募集
申し込み受付期間 11月1日（月）～19日（金）
対象者 在園児および新入園児
入園（所）決定通知 12月下旬～1月下旬に通知書を送付
幼稚園の問い合わせ先：教育委員会学校教育課　（電）48-8123 ㈲2-3741

★対象年齢・教育時間 3～5歳児　8：30～13：30

★募集園児数 多賀幼稚園（電）48-0274、大滝幼稚園（電）49-0014の各園
3歳児 （年少組）20名　（平成13年4月2日～14年4月1日生）
4歳児 （年中組）35名　（平成12年4月2日～13年4月1日生）
5歳児 （年長組）35名　（平成11年4月2日～12年4月1日生）

★入園資格 本人とその保護者が町内に住所を有し、居住している方

★提出書類 入園願書

保育園（所）の問い合わせ先：役場福祉保健課　（電）48-8115 ㈲2-2021

★ 対象年齢・保育時間
多賀ささゆり保育園 （電）48-0204 6カ月～5歳児 7：30～19：00 160名
富之尾保育園 （電）49-0312 3～5歳児 8：00～17：30 40名
萱 原 保 育 所 （電）47-1050 3～5歳児 8：30～16：00 20名
★入所資格 児童の保護者のいずれもが、次のいずれかの事情にあり保
育できないこと
・家庭外で仕事をしている人
・家庭内で家事以外の仕事をしている人
・母親が妊娠中、または出産後間がない場合
・疾病、負傷、障害がある人
・長期にわたり病気、障害者の介護をしている場合
・その他、町長が認める状態にある場合

★提出書類 ①入所申請書　②家庭状況報告書・就労（予定）証明書　③H

16年分源泉徴収票の写し（後日提出可）

＊申し込み書は各幼稚園、保育園（所）、教育委員会、福祉保健課（ふ

れあいの郷）にあります。



多
賀
を
満
喫
、�

秋
の
イ
ベ
ン
ト�
11月7日（日）�

第9回　た　が　楽　市�
会場：多賀町役場前駐車場�

�

 11月6日（土）・7日（日）�

 JA東びわこ第8回ふれあいフェスティバル�
会場：B&G多賀海洋センター�

毎年恒例となった、JA東びわこのふれあいフェスティバル。�
�

 11月14日（日）�

『紅葉の権現谷林道』ふれあいウォーキング（要予約）�
多賀の紅葉の名所。すばらしい「権現谷」を散策します。�

 �

11月21日（日）�

『あるいてまいろう』多賀三社まいり�
多賀三社と呼ばれる、多賀大社・胡宮神社・大瀧神社を歩いて参拝します。�

■JA東びわこ第8回ふれあいフェスティバルのお問い合わせは　東びわこ農業協同組合総務課�
　〒522-0233滋賀県彦根市河瀬馬場町922-1　（電）28-7800

　E-mail info@east.jas.or.jp ホームページ http://www.jaeast.com/

■ウォーキング・多賀三社まいりのお問い合わせは　多賀町観光協会�
　〒522-0341滋賀県犬上郡多賀町多賀324　（有）2-2349　（電）48-2361

■たが楽市のお問い合わせは　多賀町商工会�
　〒522-0341滋賀県犬上郡多賀町多賀230-1 　（有）2-2040　（電）48-1811�

　E-mail tagacho@mx.biwa.ne.jp ホームページ http://www.biwa.ne.jp/̃tagacho/

結
婚
相
談
に
つ
い
て

多
賀
町
農
業
委
員
会
で
は
、
結
婚
相
談
員

さ
ん
と
合
同
で
定
期
的
に
情
報
交
換
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
相
談
員
さ
ん

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
や
個
人
情
報
な
ど
の
秘
密
事
項
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

富
之
尾
　
米
谷
惣
五
郎
さ
ん（
農
業
委
員
）

（電）
4
7
‐
1
2
3
4

多
　
賀
　
平
居
　
昭
朗
さ
ん（
農
業
委
員
）

（電）
4
8
‐
1
6
4
9

藤
　
瀬
　
柴
田
　
勝
義
さ
ん（
農
業
委
員
）

（電）
4
7
‐
1
6
5
8

木
　
曽
　
西
澤
　
　
章
さ
ん（
農
業
委
員
）

（電）
4
8
‐
0
3
7
9

敏
満
寺
　
平
木
　
善
成
さ
ん（
農
業
委
員
）

（電）
4
8
‐
0
9
4
7

富
之
尾
　
新
谷
　
和
子
さ
ん（
結
婚
相
談
員
）

（電）
4
9
‐
0
1
5
0

土
　
田
　
土
基
　
昭
代
さ
ん（
結
婚
相
談
員
）

（電）
4
8
‐
0
7
5
0

敏
満
寺
　
小
菅
　
久
子
さ
ん（
結
婚
相
談
員
）

（電）
4
8
‐
1
0
4
6

ア
ル
コ
ー
ル
市
民
セ
ミ
ナ
ー

「
酒
と
長
く
つ
き
あ
う
」

‐
知
っ
て
お
き
た
い
お
酒
と
体
の
関
係
‐

日
時
■
11
月
28
日
（日）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
■
草
津
市
立
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
（
J
R

草
津
駅
徒
歩
10
分
）

内
容
■
「
お
酒
で
長
寿
？！
万
病
の
も
と
？
」

重
盛
憲
司
氏
（
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
医
療

機
関
　
洗
足
ク
リ
ニ
ッ
ク
精
神
科
医
）

定
員
■
4
0
0
人

申
し
込
み
方
法
■
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
・
F
A
X
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
受
付
可

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
〒
5
2
5
‐

0
0
7
2

草
津
市
笠
山
8
‐
4
‐
2
5

滋
賀
県
立
精
神
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
部
（電）
0
7
7
‐
5
6
7
‐
5
0
1

0
（Ｆ）
0
7
7
‐
5
6
7
‐
5
0
3
3

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

「
地
域
経
済
活
性
化
対
策

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
」

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
施
工
業
者
を

利
用
し
て
、
自
宅
の
修
繕
・
補
修
等
の
工
事

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行
な
う
場
合
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
6
月
に
一
度
募
集
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
予
算
枠
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、

残
る
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
も
の
で
す
。

申
し
込
み
資
格
■
・
町
内
に
居
住
す
る
高
齢

者
ま
た
は
障
害
者
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
方

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
が
居
住
す

る
高
齢
者
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
手
帳
を
有
す
る
者

が
居
住
す
る
世
帯

補
助
金
額
■
工
事
経
費
の
50
％
で
、
最
高
1

0
0，

0
0
0
円
（
た
だ
し
、
1，

0

0
0
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

申
し
込
み
期
間
■
11
月
1
日
（月）
〜（
先
着
順
）

※
補
助
要
件
や
予
算
の
関
係
で
、
申
し
込
み

い
た
だ
い
て
も
必
ず
補
助
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
役
場
　
農
林

商
工
課
㈲
2
‐
2
0
3
0
（電）
4
8
‐
8

1
1
7
（Ｆ）
4
8
‐
0
5
9
4

平
成
16
年
度
後
期

彦
根
市
キ
ッ
ズ（
小
学
生
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

対
象
■
彦
根
市
お
よ
び
近
隣
在
住
の
小
学
1

年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

練
習
場
所
■
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育
館
（
彦
根

市
高
宮
町
）

練
習
日
時
■
11
月
3
日
（祝）
、同
14
日
（日）
、同
21

日
（日）
、12
月
5
日
（日）
、同
19
日
（日）
、平
成

17
年
1
月
16
日
（日）
、同
22
日
（土）
、同
年
2

月
6
日
（日）
、同
20
日
（日）
9
時
30
分
〜
11

時
30
分

参
加
料
■
3，

0
0
0
円
程
度

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
前
川
和
三
（電）

（Ｆ）
2
2
‐
1
0
6
5
／
小
林
弘
和
（電）
2

5
‐
1
0
5
8

平
成
16
年
度
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

試
験
日
時
■
平
成
17
年
2
月
8
日
（火）
14
時
〜

会
場
■
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
大
津
市
に

お
の
浜
4
‐
7
‐
7
）

申
し
込
み
書
配
布
期
間
お
よ
び
受
付
期
間
■

11
月
1
日
（月）
か
ら
同
16
日
（火）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
の
9
時
か

ら
17
時
ま
で

申
し
込
み
書
配
布
場
所
お
よ
び
受
付
場
所
■
役

場
　
公
営
企
業
課
　
下
水
道
担
当
窓
口

問
い
合
わ
せ
先
■
役
場
　
公
営
企
業
課
㈲

2
‐
2
0
1
5
（電）
4
8
‐
8
1
2
5
／

日
本
下
水
道
協
会
滋
賀
県
支
部
事
務
局

（
大
津
市
河
川
下
水
道
部
み
ず
政
策
課

内
）
（電）
0
7
7
‐
5
2
8
‐
2
7
6
5

町
内
の
不
法
投
棄
の
処
理
に
つ
い
て

補
助
制
度
が
で
き
ま
し
た

多
賀
町
は
、
広
大
な
面
積
を
有
し
自
然
の

あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い
環
境
を
保
有
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き

宝
物
で
す
。

し
か
し
、
最
近
こ
の
自
然
の
中
に
廃
棄
物

（
ご
み
）
を
捨
て
る
人
が
見
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
み
を
自
分
の
敷

地
に
捨
て
る
ひ
と
は
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
他

人
の
土
地
に
は
平
気
で
捨
て
る
の
で
し
ょ

う
。
捨
て
ら
れ
た
人
は
堪
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
町
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
処
理

を
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
補
助
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

区
と
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
絶

対
条
件
と
な
り
ま
す
が
、
処
理
費
な
ど
2
分

の
1
を
補
助
し
限
度
額
は
1
0，

0
0
0
円

以
上
1
0
0，

0
0
0
円
未
満
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
は
車
両
借
上
げ
料
、運
搬
費
、

処
理
費
で
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
不
法
投
棄
ご
み
処
理
の
促
進
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
■
環
境
生
活
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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心身に障害のある方に対しては、財政支出の面で社会保

障を充実する一方、税金の面でもいろいろな特例が設けら

れていますのでご紹介しましょう。

障害者本人が受けられる特例

1、所得税の障害者控除

納税者本人が障害者であるときは、障害者控除として27

万円（特別障害者のときは40万円）が所得金額から差し引

かれます。

2、マル優などの利子の非課税

マル優、特別マル優、郵便貯金の利子の非課税制度を利

用できます。（ただし、65歳以上の方としてこの制度を受

けている方が、平成18年1月1日以後も引き続きこの制度

の適用を受けるためには、身体障害者手帳などの交付につ

いて確認を受ける必要があります。）

このほか、心身障害者扶養共済制度にもとづく給付金の

非課税制度や相続税の障害者控除、特別障害者に対する贈

与税の非課税制度もありますので、詳しくは最寄りの税務

署でお問い合わせください。

障害者を扶養している方が受けられる特例

1、所得税の障害者控除

配偶者控除、扶養控除の対象となる親族が障害者のときは、

障害者控除として一人当たり27万円（特別障害者のときは

一人当たり40万円）が所得金額から差し引かれます。

2、特別障害者と同居している場合の配偶者控除および扶養

控除

特別障害者が納税者やその配偶者、納税者と生計を一にす

る親族のいずれかとの同居を常況としているときは、配偶者

控除および扶養控除として通常の控除額に35万円を加算し

た金額が所得金額から差し引かれます。

3、障害者を雇用している事業者が受けられる特例

青色申告をしている個人事業

者や法人で、総従業員数のうち

一定以上の人数の障害者を雇っ

ているときは、機械装置や工場

用建物等の減価償却費について

割増償却等が認められています。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
た

期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
比
べ
て
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。（
全
額
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
3
分
の
1
の
額
に
、
半
額
免
除

期
間
（
半
額
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
）
に

つ
い
て
は
3
分
の
2
の
額
と
な
り
ま
す
。）

ま
た
、学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
10
年
前
ま
で
の
免
除
期
間
や
学

生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
追

納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
追
納
さ
れ
ま
す
と
、

こ
の
期
間
は
本
来
の
年
金
額
で
計
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
追
納
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

な
お
、
追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、
免
除

を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
を

し
た
額
で
す
。（
免
除
を
受
け
て
2
年
以
内

に
追
納
す
る
場
合
に
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
）。

実
際
に
計
算
し
て
み
る
と
…

10
年
間
免
除
を
受
け
ら
れ
た
方
が
、
そ
の

期
間
を
追
納
し
た
場
合
と
、
追
納
せ
ず
に
免

除
期
間
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
ら

れ
た
場
合
。（
残
り
の
30
年
間
は
保
険
料
を

納
付
し
た
と
し
て
、
計
算
し
て
い
ま
す
。
金

額
は
、
年
額
で
す
。）

◎
10
年
間
追
納
し
た
時
の
金
額

7
9
4，

5
0
0
円

◎
追
納
し
な
か
っ
た
と
き
の
金
額

6
6
2，

1
0
0
円

（
平
成
16
年
度
金
額
）

1
3
2，

4
0
0
円
も
違
い
ま
す
！

半
額
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承
認
を

受
け
た
方
で
、
残
り
の
半
額
分
の
保
険
料

（
月
額
6，

6
5
0
円
）
を
納
め
忘
れ
て
い

る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

半
額
分
の
保
険
料
を
お
さ
め
な
い
と
…

未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
と
な
り
、
年
金
額

を
計
算
す
る
と
き
に
反
映
さ
れ
ず
、
年
金
を

受
け
と
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
と
も
み

な
さ
れ
ま
せ
ん
。
老
齢
基
礎
年
金
は
も
と
よ

り
、
ケ
ガ
や
病
気
で
「
万
が
一
」
の
こ
と
が

あ
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
や
、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
に
納
付
す
れ
ば
…

通
常
の
保
険
料
と
同
じ
で
半
額
分
の
保
険
料

も
翌
月
末
が
納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
付
期
限
か
ら
2
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に

よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
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たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税 知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
た
方
・
学
生
納
付
特
例
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
（有）
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

E
-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

10月の町税（納期限11月1日） 町県民税　第3期　国民健康保険税　第6期

■税に対する障害者控除等について

健
　
診
　
等

相
　
　
　
　
談

行　　　事　　　名 実　施　日 受 付 時 間 対　　　象　　　者

す く す く 相 談 11月 2日（火）
子どもさんの健康、子育てについて等子どもさんに関す

るご相談を受け付けています。

す こ や か 相 談 11月 9日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お気軽

にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定も無

料でできます。

い き い き 相 談 11月16日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思われ

る方ならどなたでもご相談ください。

介 　 護 　 相 　 談 随　　　　　　　　　　時 痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方

3～ 4カ月児健診
11月 1日（月）

13:00～13:15 H16年6月生まれの乳児

9～ 1 0カ月児健診 13:15～13:30 H15年12月生まれの乳児

1 歳 6 カ 月 児 健 診 11月10日（水） 13:00～13:15 H15年4月・5月生まれの幼児

2 歳 児 歯 科 健 診 11月16日（水） 12:50～13:10 H14年10月・11月生まれの幼児

三 種 混 合

11月 8日（月） 13:30～14:30

【Ⅰ期初回】生後満3カ月から満90カ月までの乳幼児で、

3～8週の間隔をおいて3回の摂取をすませていない児

【Ⅰ期追加】Ⅰ期初回3回を接種後、1年以上たった児

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳の中を記入して）をご持参ください。
☆2歳児歯科健診、1歳6カ月児健診を受けられる方は、歯科指導を実施しますので歯ブラシとコップを持ってきて
ください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎月トレーニ

ング室で健康セミナーを開催しています。11月は運動不足解消教室です。

『運動不足を解消しよう！』をテーマにしています。なお、はじめてトレーニ

ング室をご利用していただく方は、初回に利用講習会を受講していただく必要

があります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

11月のご案内

［利用対象者］ 18歳以上の方

［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円

［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。

［トレーニング室利用時間］

午前の部 10:00～12:00 午後の部 13:00～20:30

11月にトレーニング室が利用できない日

毎週日曜日、第2・4月曜日（休日が祝日の場合は翌日も）、祝日

〈運動不足解消教室〉

11月12日（金） 10：30～11：15

27日（土） 13：30～14：15

27日（土） 18：00～18：45

〈利用講習会〉

11月12日（金） 13：30～14：30

27日（土） 14：30～15：30

27日（土） 19：00～20：00

おめでた・おくやみ
8月20日～9月21日 届出分【環境生活課】

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ

保健業務　場所：多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷 （平成16年11月）

生まれました

★三
み

木
き

優
ゆう

志
し

（多　賀） 義　信
智　美

★森
もり

奏
かな

太
た

（月之木） 賢　司

治　子
★古

こ

石
いし

健
けん

太
た

郎
ろう

（富之尾） 浩■
成　子

おくやみ申しあげます
◆安田トシヱ （敏満寺） 60歳
◆大森カツ子 （木　曽） 54歳
◆山本　宗一 （久　徳） 81歳

◆小山　くに （多　賀） 80歳
◆菊本と志江 （大君ヶ畑） 84歳
◆藤内節太郎 （川　相） 77歳
◆大久保ふさ （多　賀） 91歳

◆大岡　　功 （大　岡） 49歳

結婚しました

Q
由地　孝成 （中川原）

K川　美加

乳
児
検
診

予
防
接
種

※「予防接種手帳」を
必ずお読みください。


